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■村上地殻変動研究室長が文部科学大臣賞

　研究功績者顕彰を受賞
　国土地理院の村上亮地殻変動研究室長は、4月18日、「人

工衛星合成開口レーダによる地殻変動量面的観測技術の研

究」により、平成13 年度文部科学大臣賞を受賞し、第27
回研究功績者として表彰された。

　文部科学大臣賞研究功績者顕彰は、社会や経済に貢献す

る可能性の高い、優れた研究成果をあげた研究者に贈られ
ているもので、国土地理院で同賞を受賞するのは、多田堯

地理地殻活動総括研究官に次いで2人目となる。

　村上室長の研究は、合成開口レーダの干渉手法とＧＰＳ
測位とを組み合わせて、植生の密な地域でも地殻変動量の

面的な分布の把握を可能としたもので、地震、火山活動現

象の解明や地盤沈下観測に役立ち、人工衛星を利用した防
災技術の発展に大きく貢献するものとして高く評価された。

■国土地理院技術協議会が電子国土分科会

　を設置
　4月 16 日、平成13年度初めての国土地理院技術協議会
（会長：国土地理院参事官）が開催され、電子国土分科会

（会長：国土地理院企画部長）の設置を決定した。

  電子国土とは、国土地理院政策懇談会における「21世紀
の基本測量の在り方」の検討の中で提唱されたもので、各

所に分散している地理情報をネットワーク上で共有するこ

とによって、仮想的な国土を構築するものである。電子国
土により、多くの人々が簡単に地理情報を利用できるよう

になることから、行政、企業活動、個人利用など多方面で

の地理情報の利活用を促進するものとしてその早期実現が
期待される。

　電子国土分科会は、電子国土を実現するための具体的な

施策をとりまとめることを目的とするもので、今後1年以
内を目途に中長期的な実行計画案を策定し、技術協議会に

報告する。併せて、平成14 年度に国土地理院が重点的に

実施すべき電子国土関連施策についても、本年6月までに
とりまとめて中間的な報告を行う予定である。

■第7回アジア太平洋ＧＩＳ基盤常置委員会

をつくばで開催
　4月 24 日から 27 日、つくば国際会議場において、第7
回アジア太平洋ＧＩＳ基盤常置委員会(Permanent Committee
on GIS Infrastructure; PCGIAP)が開催された。
　この委員会は、国連アジア太平洋地域地図会議の勧告に
基づき、アジア太平洋地域における「空間データ基盤」の
整備促進を図るため、域内の国家地図作成機関の代表が毎
年会合を開いているもので、国土地理院が事務局を務めて
いる。
　委員会には、中国、オーストラリア、ロシア、マレイシ
ア、韓国などの域内16ヶ国と国連を含む3国際団体から63
名の代表が出席し、空間データ基盤の整備促進に向けての
討議を行った。
　委員会では、地球地図と連携したアジア太平洋空間デー
タ基盤の整備の開始、独立国家共同体（CIS）のPCGIAPへ
の参加、アメリカ地域空間データ基盤常置委員会との協
力、リモートセンシング衛星に関する宇宙開発事業団との
協力など、合わせて11 の決議が採択された。

■アジア太平洋の空間データ基盤公開セミ

ナーを開催
　国土地理院は、4月 26 日、PCGIAP の開催にあわせ、ア
ジア太平洋の空間データ基盤公開セミナーをつくば国際会
議場で開催し、一般の聴講者も含め約140 名が参加した。
　セミナーでは、午前中に、PCGIAP のメンバー国である
9ヶ国から国家空間データ基盤の整備状況についての報告
が行われ、午後からは、国を越えた地域レベルの空間デー
タ基盤の整備について、アメリカ地域空間データ基盤常置
委員会のサンチャゴ・ボレロ会長やPCGIAP のヤン・カイ
会長、国連広報局の村上広史地図課長などから講演がなさ
れた。　
　セミナーにより、日本だけではなく各国・地域において
も、空間データ基盤に対する精力的な取り組みが行われて
いることや連携することによる相乗効果などについて、共
通の理解が示された。
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２万５千分１地形図の世界測地系対応について

１．はじめに

　現在刊行されている２万５千分１地形図は、測

量法に規定される日本測地系に基づいて作成され

ている。しかし、日本測地系から世界測地系への

移行が予定されていることから、地形図において

も世界測地系への移行が必要となる。

　２万５千分１地形図はラスタ形式のデータで管

理されているため、個々の座標値を直接変換する

ことは極めて困難である。また、地形図の精度を

考えた場合、効果的とは言えない。その結果、地形

図図郭４隅となる点（図郭４隅格子点）について、

世界測地系座標への変換を行い、地形図上に経緯

度数値及び分目盛を挿入することにした。

　日本測地系から世界測地系への変更は、単に「①

座標系及び準拠楕円体の変更」のみではなく、「②

現行測地網の歪みの補正」を同時に行うこととし

ているため、計算式による画一的な変換ができな

い。このため、公開予定の座標変換ソフトウェア

「TKY2JGD」により座標変換を行う。このとき、①

による移動量（３パラメータ）はどの地点でも求

められるが、②によるものは水域（座標変換パラ

メータファイルがカバーしない地域）では求める

ことができない。

　世界測地系対応の検討過程において行った技術

的な検証について報告する。

２．世界測地系対応方法の検証と経緯度の決定

（１）　TKY2JGD による移動量

　図葉ごとに図郭４隅格子点の移動量を計算し、

左下隅を基準として他の隅との差を求めた結果、

図郭４隅の変換種類（３パラメータ変換、地域パ

ラメータ変換（①＋②の変換））が同一のものにつ

いては、緯度方向でで最大0.061 秒差（約1.9m）、

経度方向で最大0.093秒差（約2.1m）であった。こ

の大きさは、２万５千分１地形図の誤差範囲であ

り、地形図の平行移動で対応が可能と考えられる。

　しかし、図郭４隅格子点の変換種類が異なる図葉

では、経緯度の移動量差が大きくなるため、歪み成

分が大きいときには図郭辺長が現在の図郭に合わな

くなる。また、図郭４隅が水域である島の図葉で

は、島のもつ測地網の歪みが解消されず、世界測地

系移行の効果が得られない。この問題を解決するた

め、測地網の歪みを補う必要がある。この成分は地

域性をもつことから、近傍の点の歪み成分の大きさ

を比較し、どの範囲の点から補正を行えるかについ

て調査した。対象格子点を中心とする１６図葉の範

囲について歪み成分の最大値と最小値の差を計算し

たところ、緯度方向で最大0.039 秒（約1.2m）、経

度方向最大0.055 秒（約1.4m）であり、この範囲

からの補正に問題はないことがわかった。

（２）　補正方法

　地域パラメータ変換された図郭４隅格子点をもつ

地域については、近傍の地域パラメータをもつ格子

点の測地網の歪みによる移動量を加算することによ

り補正を行う。

　図郭４隅が水域である島の図葉については、島の

もつ地域パラメータを活かすために、島の代表点か

ら求めた測地網の歪みによる移動量を図郭４隅の移

動量に加算する。
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（補正前）

（補正後）

座標系・楕円体の
変更による移動量

測地網の歪みに
よる移動量

図－１　近傍の図郭４隅からの補正（左）と島からの補正（右）

（３）　石垣島地方について

　石垣島・西表島周辺の２万５千分１地形図（図－２）図郭４隅のうち地域パラメータ変換されたものと

小浜島、黒島、新城島（「黒島」内）、竹富島の代表点の移動量成分を求めた。この地域では、測地網の歪

み成分が石垣島と西表島では大きく異なる。これは、西表島の基準点成果がＮＮＳＳ（Navy Navigation

Satellite System）で求められたものであるためである。（２）の方法により補正を行った場合、地形図

「小浜島」において西側の格子点は西表島側（点３）から、東側の格子点は石垣島側（点５）から補正され

ることになり、西側と東側で経緯度が大きく異なり、図郭辺長にも問題が生じる。小浜島の測地網の歪み

成分は西表島に近いため、地形図「小浜島」の図郭４隅格子点については、西表島（点３）から補正を行

う。よって、「小浜島」と石垣島側の図郭は接合しなくなる。

図－２　石垣島・西表島地域の２万５千分１地形図

３．最後に

　今回の検証により、TKY2JGDでは地域パラメータ変換できない図郭４隅格子点についても、地域パラメー

タ変換と同等の変換を行うことで地形図の世界測地系対応が可能であることがわかった。

　今後、改正測量法の施行に併せて、世界測地系経緯度数値及び分目盛が挿入された地形図が刊行される

予定である。
（測　図　部）
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■第30回「国土地理院技術研究発表会」の

　お知らせ
　国土地理院は、第30回技術研究発表会（入場無

料）を6月1日（金）午前10時から午後16時10分

に安田生命ホール（新宿区西新宿1-9-1）において

開催します。

　発表テーマと発表者は次のとおりです。

10:05 ～ 10:20 2000 年の火山・地震災害と国土

地理院の対応

防災企画官 井上康司

10:20 ～ 10:45 ＧＰＳ連続観測データから見た

2000年の有珠山噴火及び三宅島噴火

地殻変動研究室主任研究員 小沢慎三郎

10:45 ～ 11:10 衛星ＳＡＲ画像のマッチングによ

る有珠山周辺の三次元地殻変動

マッピング

宇宙測地研究室主任研究員 飛田幹男

11:10 ～ 11:35 航空機ＳＡＲ等各種写真測量技術

を使って把握した火山地形の時系

列変化

中国地方測量部長 小荒井衛

11:35 ～ 12:00 干渉ＳＡＲが捉えた2000 年鳥取

県西部地震の地殻変動

地殻変動研究室研究員 矢来博司

13:00 ～ 14:00 特別講演 電子国土への期待

日本経済新聞社論説委員 鳥井弘之

14:00 ～ 14:15 電子国土と国土地理院の役割

研究企画官 齊藤　隆

14:15 ～ 14:35 電子国土と新しい測地体系

-世界測地系と正標高による三次元測地系-

測地技術調整官 今給黎哲郎

14:35 ～ 14:55 電子国土におけるリアルタイム位

置情報の役割と可能性

-ＶＲＳ方式によるリアルタイム測位-

衛星測地課長 松村正一

15:10 ～ 15:30 電子国土におけるＧＩＳ基盤情報

の意義

-国土地理院による情報整備と地理情報

標準-

近畿地方測量部長 稲葉和雄

15:30 ～ 15:50 電子国土における防災情報の共有

-火山防災におけるＧＩＳの活用-

専門調査官 寺島郁雄

15:50 ～ 16:10 電子国土における地理情報の流通

-国土地理院.jp インターネットに

よる地理情報提供の時代-

地図画像課長 佐々木久和

問い合わせ先：国土地理院企画部企画調整課

TEL0298-64-4584

◯ 行 事 予 定
5月11日 第28回日韓測地・地図協力会議（大韓民国）
5月20日 測量士・測量士補試験（全国15都市）
5月21日 第143回地震予知連絡会（関東地方測量部）
5月25日 第8回ＩＳＣＧＭ会議（コロンビア カルタヘナ）
5月25日 平成13年度第1回国土地理院研究評価委員会

（関東地方測量部）
5月28日 第89回火山噴火予知連絡会（気象庁）
6月1日 第30回国土地理院技術研究発表会（安田生命ホール）
6月3日 「測量の日」
6月3日 測量と地図のフェスティバル2001（地図と測量の科学館）

◯ 海 外 出 張
星埜由尚（参事官）秋山　實・宇根　寛（地理調査部）
5月19 日～28 日コロンビア
第5回全地球空間データ基盤(GSDI)シンポジウム及び第8回地球地

図国際運営委員会(ISCGM)

◯ 来 　 　 院
4月24日 青山俊樹 氏（国土交通省技監）

■「測量と地図のフェスティバル2001」の

お知らせ
  国土地理院は、6月3日（日）に「測量と地図の

フェスティバル2001」を「地図と測量の科学館」を

メイン会場として開催します。

  今回は、「21世紀みんなの地球」をテーマに、新

しい時代に向けた測量と地図について、わかりや

すく紹介するとともに、楽しく学べるような内容

になっています。

　主な内容は、特別展示「生きている地球 ～見る、

知る、記録する～」と題して、ＧＰＳ衛星を利用し

た火山、地震などに代表される日本列島の動きの

監視、ＧＩＳのネットワークによる情報の相互利

用、地球規模での環境変化の監視など、明日を支

える新技術をパソコンによるデモ、パネル、写真

などによりわかりやすく紹介します。また、21世

紀の測量・地図に関する新技術の紹介と展示、高

測標を利用した測量体験、ＶＬＢＩアンテナ（直

径32m）の稼働実演なども行います。

　なお、フェスティバルの開場は9時30分で、つ

くばバスセンターから国土地理院までは、無料バ

スを運行しています。


